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Nerval: LES ILLUMINES について
カ日 藤
? ???
乙の作品集は1852年1月に出版された.
構成は次の 7篇である.
La Bibliotheque de Mon Oncle， Le Roi de 
Bicetre (XVle Siecle)， Histoire de l'Abbe de 
Bucquり (XVIIeSiecle)， Les Confidences de 
Nicolas (XVIIle Siecle)， Jacques Cazotte， 
Cagliostro (XVIIle Siecle)， Quintus Aucler. 
これには更に<ouLES PRECURSEURS 
DU SOCIALISME>>と副題がついている.
先ずこの titreとsous・titreのとり合せに
注目させられる.そしてこの小論において
は，さし当って《何故》という問題をとり扱
い， ((どんなふうに》の問題の一助としたい
と考えている.
そこでこの小論は次のような段階をふむ
ととになる
1. この作品集が，表題と問題との意味を
満足させるものではないことを Nerva1
自身認めていながら，何故このような
tltreとsous-titreを付したのだろうか.
2. 常識的に考えて， この titreの持つ l
穫の contrasteが作品群の中にも色々の
形で看取されること.
3. illumin白として Nervalのとり上げ
た人物と Nervalとの類似を見る.そこ
で、Nervalが <<LesIlumines))において結
論づけたいと d思ったと考えられる言葉を
最終の作品 (QuintusAucler)の末節か
らひき出す.
? ? ?
登
4. この作品集は Nervalが常に手法とし
て，叉内的問題として持っていたと推察
される contraste，或は一種の antithとse
lこ対する一つの結論づ、けで、あったと考え
る.
なお，本稿は鈴峯女子短大研究集報第11
集l乙発表した ((LESILL UMIN亘Sou LES 
PRECURSEURS DU SOCIALISME についての
諸考察(IJ ))に続くものである.
この作品集に盛られている anecdotesは
その titreから持たれる先入観にー棋の失
望と困惑を与える.作者もこれは充分承知
していることであった (PaulinLimayrac 
宛の手紙)1). まず JeanRicherの解説を
参照して見る.
Deux veritables illumin白 seulement
sont depeints， Jacques Cazotte et Cagli-
ostro， auxq uels on peut j oindre le neo・
paien Quintus Auclerc et 1モtudesur 
Cagliostro est incomplとteet superficielle. 
D'autre part， ce n'est que par un abus 
du langage qu'on peut mettre parmi les 
“illumin白" un fou comme Raoul Spi-
fame， un aventurier pittoresque， l'abbe 
de Bucquoy， ou bien encore Retif de la 
Bretonne qui ne s'interessa a l'occultisme 
que par occasion. 2) 
主要人物について，これは大方の見解で
ある.そこで，副題の《社会思想の先駆者》
N erval : LES ILL UMIN亘Sについて 31 
の当否を考えないとしても，真の幻視家
であったと推察される人物は Quintus 
Auclerを入れて三人のみであり，その他は
少くともこの表題に適さない人物である.
そして皮肉なことに，この作品のrl1で，後
者を扱った各篇は頁数においても前者をは
るかに上まわる比重をもっている.同じく
Jean Richer は，表題の矛盾はそれが ((ex-
centriq ucs))と((illumin白》との奇妙な混乱
から生じたものだと言う 3) これは作品と
して一つの破綻を意味する. しかしなが
ら， Nerval は既にこの作品の序文にあた
る LaBibliotheque de Mon Oncleの[1=1で
((Dans ce temps・ci，ou les portraits lit-
teraires ont quelque succとら j'ai voulu 
peindre certains excentriques de la philoso-
phie. 4))そして又 ((...pr白enterla vie et le 
carctとrede mes excentriques. 5))とう 乙の主主
に二度 excentrzqucsという言葉で自己の描
こうとする人物を表わしている.このこと
は，彼が扱おうとしている対象に対して充
分な理解を持っていたことを示しているの
みならず，一般的な批判を予測して予め慎
重に自己の判断を提示しておこうとする周
到な注意を示している.
以上述べて来たところは，先の Paulin
Limayracへの子紙と合せて Nervalが
この作品集を ((ILLUMIN且S) と題するこ
と，更に又 ou LES PRECURSEURS DU 
SOCIALlSME なる副題をそえることに矛盾
のあることを確認していながら，敢えてこ
の表題をとりあげたという解釈を可能にす
る.この点に関して， Henri Lemai treの
解釈は明確である.先ず Nervalはこの
作品の副題に適当した別の作品を考えてい
たということを挙げる. これは既に ((Col-
lection Lovcnjoul)>の草稿に確められて
いるの. そして，この二巻に当然入れられ
る筈の作品が l'Almanach cabalistique pour 
1850!こ含まれ，特に PierreLeroux !こ関す
る一章では，創造者，神を認めない神秘的
人間観，神lこかわるくl'ameuni verselle > 
即ち monadesの集合，を認めて社会的人
間の loiを設定する Lerouxの説が極めて
簡略に述べてある Lemaitreはそこで，
Fourierや Lerouxの socialismeと il・
lumimisme とは非常に接近したものなの
で Nerval は，あらゆる illumin白は
precurseurs du socialismeであるという考
えにいたったと説明する7) 無論これでは
我々の疑問に満足を与える説明にはならな
いが，Nervalが illuminismeとsocialisme
との間l乙それがたとえ偶然の思いつきで
あったにしろ，何か特別のつながりを感じ
ていたことは納得される JeanRicher 
は <<Enfait， letitre et le sous・titrede 
l'ouvrage ont白eadopte en hate et com-
me par erreur: Les IUumines ou les precur-
seurs du socialisme.))8)とこの問題を簡単に
片づけている.何故うかつにも，急いでか
かる表題を付さなければならなかったの
か. これらの作品は1839年の LE ROI DE 
BICETRE !こ始まって， 1850年までに少く
とも下書は出来上っていたものであったと
いうことを想起しよう.J ean Richerはそ
れ以上この問題にふれていない.むしろ，
Barbey d'Aurevillyの手きびしい批判に対
して， ((nous croyons au contraire que le 
recueil de Nerval est sauve par le style.))9) 
と却って作品を別の而から擁護している.
Henri Lemaitre の見解も，ただ副題の適
当性のみを問題としているので，依然とし
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て titreに対する疑問は残る.
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さて 1852年当H寺の Nerva1の生活はど
のようであったか 1841年，最初の枯tl¥l}昔
乱の発作以来，彼がたえず恐れていたその
再発は， 1849年4月から殆んど彼の死の寸
前(1854年10月19日)まで・毎年彼を見舞っ
ている.住居も1849年には DrLeyの病院
から DrAussandonの家に，それから rue
Saint♂homas-du-Louvreへと移り， 1850 
年にはその住居を追い出され(11月20日)， 
1851年には rueMontyonから ruede 
Li1le へ， 1852年 I月 rue de Martyrs-
hotel de Normandie， rue du Chantre，そ
して rueNeuve-des-Bons-Enfants， rue de 
NavarinのGautierの家に， rue de Breda 
の Stadlerの appartement~乙月23 日
から 2月にかけて faubourgSaint-Denis 
の市立病院，それから ruedu Mailへ9
1853年も同じく 2月 6日から faubourg
Saint-Denisの病院に入り，吏l乙5凶転居
する10) このように， 1852年から1853年に
かけては，特にめまぐるしい変りょうであ
る.経済状態はどうであったろうか.
Clement Borga1 によると，演劇の分野に
一大成功を夢みて，苦闘を続けている.
1850年の Chariotd'enfant について Borga1
は次のように述べる11)
cette fois， l'occasion parait favorab1e. 
L'adaptation， compos白 toujoursavec le 
concours deMery， voit le jour a l'Odeon， 
le 13 mai 1850. 
Elle a d'abord un grand succes. Gerard 
au foyer， dans les couloirs， ne se sent 
p1us de joie. Mery nous affirme qu'i1 
embrasse tout 1e monde， criant a tout 
venant que le drame aura deux cents re圃
presentations: <1:Toutes 1es 10ges seront 
louees avant midi.)) Rassure sur le paie-
ment de ses dettes，. 
La deception n'attcndait pas meme 
trois jours pour 1'accab1er. Passant le 
lendemain aux bureaux， i1dut constater 
qu'i1 n'y avait aucune 1ocation. 
1851年12月に書き上げた l'lmagier de 
Harlemも27日の上演から一ヶ月足らずし
てう ((1'enthousiasme est tombe))，月
23日からは上演の度ごとに200フランの不
足を示すにいたる 12) 彼の友達は様々の援
助を与えている. Arsene Houssaye (direc-
teur de la Comedie-Francaise)はKotzebue
の Misanthropieet Repentirの翻訳を彼に依
頼して急場を切り抜けさせる 1852年10月
4日， Houssaye宛の子紙lこ<Je vous prie 
de payer， au besoin， a M. Porcher la som-
me de cent cinquante francs que je 1ui 
dois， soit sur ce qui doit me revenir de 1a 
traduction de Misanthropie et Repentir， soit 
sur ma redaction de l' Artiste.)>13)とNerva1
は苦しいやりくりの一端をのぞかせている.
以上見て来た如く，この作品の出版にい
たる数年の Nervalの実生活は相当さし迫
った状態にあった.狂気の発作を封じこめ
る確実なしユかなる手段もなかった 49年頃
より jZI、に転々として定まらなくなった住居.
これはその当時の彼の不安な精神をはっき
り物語っている.その上重なる負債の重圧
があった.然し彼にとって，まずこの経済
を好'1¥ζさせることが凡ゆる面に燭光を見出
せそうな当面の課題で‘あったろう.かかる
事情を考慮するl侍，彼が敢えて内容にそぐ
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わぬ表題を持った一巻を発表したことの意
味がうなづけて来るのではなかろうか.
Saint-Simon， Fourier の社会思想は当
時(1830年以降)大流行し，人間社会の
ega1ite， propri耐， solidariteを説く Pierre
Lerouxの思想 (GeorgeSand !こ大きな影
響を及ぼす)， Proudhonの経済的自由主
義， Auguste Comteの実証主義(しかし，
1850年頃「人類教」というあやしげな神秘
主義におちいる)等，時代の文学に深く影
響を与え<<ロマン主義に社会的神秘主義
の一方向をとらせ，博愛的で産業万能の夢
は当時いたるところにひろがっていたので
ある. )14)この聞にあって発表された
Nerva1 の LES ILL UMINES OU LES 
PR並CURSEURSDU SOCIALISME が~)か lこ衆
目を惹くに足る時宜に適った表題であった
かは理解出来よう.そうして，一時的にも
新鮮な感覚をもっ作品で，時代のハイライ
トを浴びることは彼の悲願である貧困から
の脱出の一子段であったと推察される.
3 
彼が全く意識的に，計算の上でこの作品
を構成したと考えられる事情の一つに，狂
人 Raou1Spifameを描いた LEROI DE 
BICETRE の執筆者の問題がある. これが
Nerva1の子になるものでなく，実際は彼
の要請により， Auguste Maquet によって
書かれたということはほぼ定説となってい
る 15)にも拘らず敢えてこのー篇を中に組
み入れたということ，その是非は別とし
て，これには彼の作品構成上の意図が強く
働いていると推察される.ここで注意すべ
きことは，第ーにこの Raou1Spifameな
る人物が真正の狂人であったということを
Nerva1はよく知っていて作品集に加えた
ということ，第二に，狂気が現実生活へ溢
れ出た例として解釈出来ること，第三lこ非
常に京朴な]~で， Raou1 Spifameは彼の
sosleである Henri1の中lこ自分を見出し
たが，それは Nerva1が doub1eの問題に
入って行く一つの原型と見られることであ
る.
さて次P:，1853年 7月31日， 日曜日 La
Presse の文芸欄に Pau1in Limayracは
Nerva1の作品に関する論評記事を発表し
た.そのlドの一節に，
Les Il1umines que nous raconte l'auteur 
sont Raou1 Spifame， 1eroi de Bicetre， 
l'abbe de Bucquoy， Retif de la Bretonne， 
Cazotte， Cagliostro， Quintus Aucler. 
Pourquoi ceux-1a et non pas d'autres? Et 
pourq uoi appe1er ces illumines， siillu-
mines i1 y a， les precurseurs du socia-
lisme?..16) 
と述べている.この'11にLimayracが問
題としていることは二つある.先ず，いか
なる理由でこれらの作品(或は人物)が
illumin白の中にえらばれたのかというこ
と，次に何1'&これらの作中人物から i1-
1uminesとprecurseursdu socia1isme と
が結びつくのかという疑問である.
この員千百命からもうかがえるように LES
ILLUMIN亘S全体からみても，結局表題，
副題ともに非常に冒険的な試みであって，
表題と副題とをもって，一見無縁のもの，
対照的なものの組合せを試みているとい
う印象をまぬがれない.むろん彼は LES
ILLUMIN丘S の'1にこれら二つのテーマ
の結合を示す一節を試みていないわけでは
ない.その一つの例は，中世の Temp1iers
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の働きを論じている箇所 17) 他に Robes-
plerreと CatherineTheot について記し
ている箇所18)があげられる.しかしながら
これらの例はいずれも Cagliostroの'1:1の一
節にすぎず，表題に対して申訳の如く挿入
されている感がある.しかしながら，同じ
Cagliostroの中で， 当世の殆んどの歴史家
達が，大革命の指導者達の多くが神秘家の
associations に加わっていたという事実を
詳細に研究することを怠ったと述べている
所は19)， Nervalの表題に関する確信を示
していると解釈出来る.しかし彼のこの峰
信は作品の中で殆んど問題にならない.何
故なら彼はその点を究明することをせず，
白から内容を裏切っているからである.作
者は常に作品とその表題に対する責を負わ
ざるを得ない.これに答える作品が用意さ
れていたとしても，叉そこにl)かなる確信
があったとしても， この不備な点につい
て，作品の受ける批判を Nerval自身予怨
しないものではなかったで、あろう.
4 
作品の中lこ意識的な構えが見られれば見
られるほど，表題は内容に対する symbole
の役目をつとめる Nerval のこの LES
ILLUMIN亘S ~こ対する態度は正にこれに
適当する.先l乙挙げた LeRoi de Bicetreの
Raoul Spifameなる人物は((Il semblait 
au roi Henri I qu'un portrait fut place en 
face de lui， qui reproduisait toute sa per-
sonne， en transformant seulement en noir 
ses vetements splendides))20) 
この人物については既~(;;t1 3章において
ふれたが，言葉を換えれば，正気と狂気，
現実と夢，それに double(分身)の thとme
を赴!起させた.上例についても，陰気で風
采の上がらぬ avocat (Spifame) と (la
noblesse et l'agrement de sa figure))を持つ
roi (Henri I)， < noir >とくvetements
splendides>等明確にその対照的な人物を
描き分けている. こうして描く対象にcon-
trasteを目立たせる彼の手法は作品構成の
上にも見られる.第 1i'芋l乙引用した Jean
Richer の解説にもあった如く，この中で
真の illuminesに数え得るものは Jacques
Cazotte， Cagliostro それに Quintus 
Auclerの三人で，残りの RaoulSpifame 
は明らかにくfou>であり l'abbe de 
Bucquoyはくaventurierpittoresque>で
ある R.M. Alberesは， Bucquoyの冒
険は最も特徴のある genrepicaresque に属
するが，くmagie>とは何ら共通するもの
がないと断言している 21) Bucquoy は
Faux Saulniers K混って，数奇な運命にも
てあそばされ3 何度も投獄されながら，遂
に屈せず，脱走をくり返す非常に現実的な
行動人である.最後に Restifde la Bre-
tonneもこれとはやや異った意味での行
動人である.小説家である彼は，次々と
aventuresを重ね，そこに彼の作品の題材
を求め，そして実際の経験として得られた
ものだけが彼の作品となった.2) 
このように Spifame，Bucquoy， Bre-
tonneの3人は illuminesの中には到底数
えることの出来ない人物達である.
更に，Cazotte， Cagliostro， Q.uintus Aucler 
の諸篇には主として18世紀における非常に
多数の mystiquesの引用とそれらの系譜，
sciences occultes:に関する Nervalの知識
の羅列が目立ち， Cazotteの生活， episodes 
を描写するあたりにわずかに緊密で活気の
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ある描写が認められるだけである.これに
反して Spifame，Bucquoy， Bretonneを描
くNervalの筆には，効果を計算した con-
teurの自信と余裕がうかがわれ，独立した
作品としてのまとまりを備えている.
きて以上述べて来たように LESIL-
LUMINES には色々の contrasteが見出さ
れるが，もしそれが作品的効果をねらった
素材的興味に終始するものであったら，そ
れは単に romantismeの教義を試みた技巧
的な作品となっていたで、あろう.しかし，
その点で、も，全体のバランスと一貫性を欠
くこの作品は成功していない.
5 
しかしながら LESILLUMINESに{向性
的な魅力を与えているものは，そのきわだ
った contrasteが Nerval自身の内部lこ也:
接につながっている点にある.
まず主流となるものは Restifde la BI・e・
tonne K代表される excentriq ues群と
J acq ues Cazotte ICよって代表される il・
lumines群である.そこには Nervalその
人を語っている筒所が随所に見られるばか
りでなく，この両者に与えた頁数も最大で
ある.
Restifの中では，初恋の Jeannette Rous-
seau I乙始まり MmeParangon， Zefireそれ
に女優 MlleGueantと続くー述の恋愛は，
Nerval における Sylvie， Adrienne， 
Octavie，女優 Jenny Colon ((対ー するそれ
と驚くほどの一致を示していて Nerval
の Mythe の重要な要素である ressem-
blancesの問題がここでも提示されてい
る.さて， illuminesのrl1でも Cazotteに
関する Nervalの sympathieは最も大き
い.しかもこの etudeは今もってく作品と
人物についてのかなり正確で完全な思想を
与える〉もので Nervalが Cazotteその
人に惹きつけられたのもくcommunaute
d'aspirations mystiques>によると Jean
Richer は言う 23) 次の例は確かにこの見
解を一面において裏づける Cozotteは自
己の傑作 Diableamoureuxを出版して間も
なくくunmysterieux personnage>の訪問
を受ける.彼の書物にある ((cesevocations 
dans les ruines， ces mystとresde la cabale， 
ce pouvoir occulte d'un homme sur les 
esprits dc l'air，...))24)について，どこから
学んだのかとその男に質問され，次のよう
に答えた.
•• .J'ai lu beaucoup， mais sans doctrine， 
sans methode particuliとre.24)
この言葉は，Nerval について語るMarie-
J eanne Durryの批評を想起させる.
Sa vie， ses reves， ses ecrits sont traverses 
de leurs prestiges. Mais mille details de 
doctrines ne font pas la doctrine， ilsfont 
des superstitions et de la poesie sans faire 
une religion.25) 
なお，La Bibliotheque de Mon Oncleの中
の次の言葉，
Ces reflexions m'ont conduit a develop-
per surtout le cote amusant et peut-etre 
instructif que pouvait presenter la vie et 
le caractとrede mes excentriques.26) 
は，この和の作品を書くにあたって Nerval
の顧慮した興味と教訓の両面で Cazotte
の次のような叫びに殆んど完全な一致を示
している.
. moi qui ne songeais qu'a divertir le 
public et a prouver seulement qu'il fallait 
36 フランス文学
prendre garde au diable.27) 
以上の例では， Nerval自身が illumin白
にどれだけ影響を受けたかはわからない.
この作品集には実際Alberesの言葉を借り
ると < des episodes etonnants>カまくau
rang d'anecdotes curieuses， sans jamais les 
interpreter dans un sens naturel> 28)でし
か語られていない.しかしながら，上記の
両者に，そして更に広く言えば，彼等によ
って代表される antithとse!c以た二つの方
向，即ち行動と幻想、とに sympathieによ
って密接につながっていることが窺える.
これが LES ILLUMINES における
Nervalの根本的な関心を支配した要素で
あったと思われる. しかし LES IL-
LUMINESで、は，との contrasteがあまり
に消化不良の形のままで，完全な対話にい
たるを得なかった.確かに個々の作品が出
来上ったのは1839年から1850年の長きにわ
たっているが，副題 OULES PRECUREURS 
DU SOCIALISME を含む確かな裏打ちとな
る作品，つまり Almanachcabalistique pour 
1850にあるものは殊更素材の新しさが目
立つ ebaucheにすぎず， それだけに，
Nervalの表題にかけたあせりがなかった
とは言い切れない.ただこのあせりとは，
1850年以後の切迫した彼の貧困と病の重圧
の下に，過去・の支配する現在から脱出する
こと，言い換えると LESILLUMIN亘SOU 
LES PR佐CURSEURS DU SOCIALISME におい
て，絶対者のいない，矛盾にみちた精神の
集積に一つの結論を出すことであり，それ
は彼の内部の contrasteに調和を与える試
みにつながっていた.この作品集の最後に
(Qpintus Aucler)，それを物語る次のような
一節がある.
Ceux qu'on appelait alors les theosophes 
n'etaient pas eloignes d'une semblable 
formule. .. professaient une philosophie 
analogue， dont les definitions et les pra-
tiques ne variaient que par les noriJ.s.29) 
そして，最後に QuintusAuc1erを通じ
て彼の語る結論は，先ず paganismeへの
訣別を示すと思われる.
Ainsi se termina la vie du dernier 
paien. Il abjura ces die収 qui，sans， 
doute， ne lui avaient pas apporte au lit de 
mort les consolations attendues.30) 
この作品の副題の示す意義と，先に指摘
した様々の contrasteの要素とは異質のも
のではあるが，確信を持った意表をつく表
題の設定そのものに，作品を通じて精神の
秩序づけと統ーを行おうとする Nervalの
晩年の傾向が読みとれるのである. そう
して作品自体に示された contrasteも，
Aurelia における自己と神， 自己と分身
(double)の，即ち自己内部の contraste
による mytheにいたるまでの凡ゆる作品
に常にあらわれる Nervalのtypiqueな方
法ではなかったかと考える.この観点から，
ILLUMIN亘Sのr[1でNervalは人間対人間
の contrasteを示しながら，結果的に人間
の限界を見究め，それに対する絶望を自己
に結論づけたと思われるのである.これは
又，表題の矛盾を敢えて目した解答にもな
るものではなかろうか (1964年1月)
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